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閉経後女性 に つ い て, eStr Ogen と血清蛋白分画と の関連性 を検索す る目的で,45
～ 65歳の 20名の 閉
経後女性 に, 結合型 e stroge n(E)を 21日間経 口投与し, 血清
の約40種の 蛋白分画 を測定 した` 血清蛋自
分画測定に は, micro single r adial im m u n odiffu sio n法が用
い られ た ･ E 投与後, 増加す るも の と して
は, 町 AP-glyc oprotein, 町 antitry psin , C erulopla s min ･ 針 glyc opr otein ⅡⅠ, Gc
- glob ul in が あり,
α2
- A P- glyc oprotein は E投与後急増 した ■ 軽度上 昇 す る も の で は, 町 1ipop
rotein, a2
- H S- glyc o-
pr otein な
どが あ っ た ･ E投与後, 減少す る も のと して は, 町 a Cidglyc opr otein, haptoglobin, β
- 1ipo･
protein, CIs
- inhibito r,he m ope xin , a ntithr o mbinIII が あ り, 軽度減少す るも の で は, pr e albumin･ Clq
- C O mPO n ent, P2 - glyc opr otein I , r etin ol
- binding
-
pr Otein な どが あっ た - ほ とん ど全く変化 しない も
の に , albu min , im m un oglobulin G, C 5
-
C OmpO n e nt, α 2
-
m a C r Oglobulin, α 1B
-
glyc oprotein その他
があ っ た . 次い で, 婦人科手術が行 なわ れ た 5名に つ い て, 手術前臥 手術終了直後, 第
1, 3, 5, 7,
14, 30病日 の 血清蛋白分画の 変動を検討 した･ 手術後の 血清蛋白分画濃度の 変動
に よ っ て 3群す なわ ち,
増加瓢 減少群, 不変群 に分け られ た･ ま た, 増加群 は その増加 patte r nに よ っ てさ ら に 急増群と綬徐増加
辞の 2つ に 分けら れ た. 急増群 に 属す る も の は, ･α1
-
a ntitry psin , 町 a Cidglyc opr otein , haptoglobin,
ce ruloplas min で あ り, こ れ ら は手術後第 1病日 に はか な り急増 し, 第 3
～ 5病 日に pe ak と なり, その 後
漸減した. 綬徐増加群 に 属 す る も の は, β-1ipopr otein･ 針 glycopr otein ⅢⅠ, Clq
-
C O mpOn ent, CIs
-
inhibito rで あ り, これ ら は第 1病 日 に は急激な上昇をせ ず, 緩徐に 上 昇 して, 第3
～ 7病日 に pe ak に 達
し, その後漸減 した. 減少群で は, 第 1病日 で は術前に 比 し著変な く, そ の 後低下 し, 第3
～ 5病日 で,
最低値と なり, 第 7病 日 に は術前値 に 復 した. 不変群に は, albu min , im m u n oglobulin G,
A･ M, ･αl-
1ipoprotein , P2rmic r oglobulin その 他が あ っ た ･ これ らの変動と種々 内分泌機能 との関連性の 有無に
つ い
て検討さ れ, ま た, E 投与と手術時 との 血 清蛋 白分画の変動に つ い て も比較検討され た ･
Key w o rds seru mpr otein, eStrOgen, Oper atio n, fe m ale, pOSt m en Opa u Se
女性に お い て e str ogen は 中枢や神経系な どに 対して
種々 の 重要な機能的役割 を演じて い るが , ま た, 性器
および性器外 e xtragenitalの 各種組織に お ける形態学
的変化に 関連し て大き な生 物学的作用 を有 して い る .
女性の 思春期に お ける 2●次性徴や妊娠時 に お ける種々
の著しい 形態学的変化の 多く の 部分 は卵巣 また は胎盤
からの e strogenの 作用 に 依存 して い る . 一 方 , 閉経後
女性の性器お よ び extr agenitalの 形態学的退行性変化
は, eStrOge nの 減少に 由来す る面が大 き い .
こ れら estroge nが組織の 形態学的変化い わば蛋 白代
謝の 変動を惹起せ し める機構の 詳細 に つ い て は, 近年,
種々 検討が進 め られ てい る が, な お 明ら かで な い 面が
極め て多い .
estrogen は その ta rgeto rgan と しての 子 宮筋層, 子
宮内膜, 腫上皮 な ど に特異な作用 を有 し, それ ら の 組
織 に お ける e str oge nに 対する r e c eptorとの 関連性も重
要な問題で ある が, , 他方, e StrOge nは全身的に 皮膚,
血管壁, 毛 髪 な どの 結合組織 に も重 要な作用 を呈 して
Effects of estr oge n a nd stre s s o n s er u rnpr Otein in w o m en･ S hige ru Hashim oto,
Departm ent of O bstetricsa nd Gyn e c ol g y(Dire ctor :Pr of･ E ･ Nishida), Scho ol of Medi
-
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い る1)
.
わ れ われ は, こ れ ら の問題 の 一 端 を窺い 知 る目的で,
e stroge n投与時の血清中の各種蛋白分画の変動に つ い
て検索を加 えた. あ る ホ ル モ ン の影響の検討 に は, 該
ホ ル モ ン の 欠乏状態の対象に 該 ホ ル モ ン を投与 して,
その影響の 有無 を検 す る のが 一 般 的に適切 な方法であ
る. わ れ わ れ は, 閉経後女性 を対象 と し て, こ れ に
e str oge nを投与 し, その 場合の 血清蛋白分画 の変動を
約 40穫の 蛋白分画に つ い て検 索 し, 各々 の変動 を数種
の patte rnに 分類 し, e StrOge nの 血清蛋白分画 に 及ぼ
す作用 に つ い て検討を加 えた.
e str oge n投与の全身面に 対 す る作用と して は, さ ら
に estr ogen投与が 一 種の Str e SSと して全身的に作用す
る とい う 一 面があ げられ る. 動物 に estroge nを大量長
期投与す ると , 副腎皮質 は肥大 し, 全身的に は c ortisol
を投与 した場合 に 類似 し た状態を 示す に至 る
.
女性にお い ても, 性周期や 妊娠の存在 は全身的 str es s
と して作用 し, 内分泌面で は e str ogenの 作用が 関与 し
て い ると され , 閉経は , あ る面 で は estroge nに よ る全
身的 stre ssか らの 開放 と い う面もある とみ な され てい
る
.
種々 の Str eS Sの 加わ っ た場合 の血 清蛋白分画の変動
に つ い て は種々 の報告が なさ れ て い るが2ト 7), われ われ
は さ らに ∴婦人科領域 に お け る手術的 str es sの加わ っ
た場合の血清蛋白分画の変動 を測定 し, そ れ ら の変動
patte rnと cortisolの変動 pat te rnとを比較 し, さらに,
Str e SS時副腎皮質 か ら 分泌 さ れ, か つ , e Str Oge nの
pre c u r so rで ある 副腎性 a ndr oge n, と く に dehydro ･
epia ndr o ste r o n e(D H A), DH Asulfate(D H A- S),
11- de o xy
- 17- keto - Ste r Oid(11- de o xy , 17 -
K S) な どの婦人科手術時 に お ける変動 patte rn8ト1 2)な
どと比較し, こ れ ら につ い て検討を加 えた .
対象お よ び方法
閉経後女性 に お ける e str oge n(E) 投与の血清蛋白分
画の変動に及ぼ す影響 の検索で は , と く に 疾患を認め
な い 45～ 65歳の閉経後女性 20名 を選 び, 結合塾 E を
1日 1･25m g を 21 日間経口投与 し, 投与第7, 14, 2 1
日の 血清蛋白分画濃度を測定 し, 投与前の債 と比 較検
討 した. 採血は各 10ml採血 し, 血清 を分離 した .
血清蛋白分画濃度測定 に 供す る血清は, 測定ま で -
80
0
Cに 保存 さ れ, 他 の 一 部 は 総蛋白濃度測定, 血 清
e stradiol(E D), triglyc e ride 値, Ca, P 憶測定 に 供 し
た
.
血 清蛋白分画は, 40 の分画 につ い て測定さ れ, 測定
法と して は, 微量放射免疫拡散法 mic ro single radial
im m u n odifFu sio n(M S RID) 法1 3)l▲)が 用い られ た. 本
本
法､に お け る抗体を含 む, アガ ロ ー ス ゲ ル aga r osegel板
の作製 に は, 特製の 流 し型 m o uld が使用 された
. すな
わ ち,6･5×10c m の 2枚 のガ ラス 板の 間に , 厚さ1 m m
で , 底辺 6･5c m, 高 さ 10c m, わ く巾 1 cm の U字型
の ア ル ミ ニ ウ ム 製わ く fr a m eを挟 み, クリ ップで固定
して 流 し型が 作 られ た.
こ の流 し型 に下記 の如き , 2%aga r o s e液を注入牒
固 して , 抗体寒天板 a ntibody aga rplate が作製され
た ･ aga r O Se(A - 37, 半井化学薬品 K. K.)は, 0.5 M
ba rbitu rate bulfe r(pH 8･6, イ オ ン 強度JL =0.05)に
2%の 濃度 に 溶解さ れ, 570Cに 保た れ , こ れに適量の
抗血清が混和 され た. 抗血清の量 は, 蛋白分 画により
異 な り 0.03～ 0.4 ml であ っ た .
凝固 した抗体寒天板 は, わ くか らは ずさ れ, 32.5×
20m m の 長方形 に切 ら れ, そ れ に 6つ 穴があけられ,
2 つ は標準血清(抗原)用, 他 は被検血清用とされた.
穴の 直径 は 一 般 に は 1 m m で, これ に 0.4J`1 の被検血
清が注入 され た. 穴 あけ に は特製の 注射針を 剛 ), 血
清注入 に は 10jLI Ha milto n micro syringeと反復分注
帯 repe atingdispe n s e r(Dispe n se rP B 600, Ha milton
Co .)が 用い ら れた. 血清蛋白分画濃度 の 一 般に低いも
の の 場合 に は穴の直径 を 3 m m と し, 注入 血清量を10
JLl にまで増加 した (分画と して は, C R P, IgD, Clq,
CIs, S P3 な どであっ た .).
標準血清 と して は, 多用途日本人標準血清であるQS
血清 (He chst - Jap. Co.) が用 い られ た. 本血清は,
数千人の正 常人新鮮血清 を po ol し, こ れ を微量づつア
ン プ ル 内で凍結乾燥 し, - 80
0
C で保存 さ れた もの で, こ
れ を用 に 応 じ て, 一 定量 の, 一 般 に は 50〟1の 蒸留水に
溶解 し, 100%標準血清 と した. また , 同時に , 倍の血
清濃度の 200% 標準血清を作製し, 両者 を標準血清とし
て 寒天板 の 2 つ の 穴に 時人 した
.
被検血清注入後, 湿箱中に 3 日間72時間静置した.
こ の 間に 反応 は終点 に 達 した. 次い で , さ らに 3 日間
72時間の 間, 脱蛋 白液 で ある 0.02 M, pH 8.0 のホウ
酸緩衝生理的食塩水 bo rate - buffe r ed saline(0.85%
NaCl)に 浸 し た後, 寒天 板 を蒸留水 で湿 した濾紙で被
い
, その ま ま放置 して乾燥さ せた .
乾 燥後, 寒天 板 を コ マ ジ ー プ リ リ ア ン ト ブ ル ー
Co o m a ssie brillia ntblu e(G - 250, 半井化学薬品K･
K .) で 染色 し, 乾燥させ てか ら, 拡散輪の 直径を測定
し た. 直径 の測定 は, 計測器Sc ale Co u nte r(Belde x
ty pe B S
- 105) 附の 陰影拡大投影器 Pr ofileProjector
(N ikon 6C)で 投影拡大 し て計測 した . 被検血清の拡
散輪 の直径を 2乗 した数値 を標準血清の それら と比較
して, 蛋白分画の相対濃度 を算出した .
次 い で , 手術時 の女性血清蛋白分画濃度の 変動の検
女性 に お け る e str oge n 投与お よび StreS Sの 血清蛋白に 及 ぼす影響
Table l. Se r u m
･
pr Otein fraction s, their abbre viatio n s, and c o n c e ntr atio n sin
po stm e n opa u sal w ome n
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Se r u mpr O亡ein fr a ctio n s Abbr e viatio n s Av e r age v alu e s of
c o n c e n亡r a亡lo n s 聯
pr e al bu min アr eal b
2 9. 8 mg/ d l
al bu min Al b 3 8 8 1. mg/d l
α1
- a Ci dglycopr o亡ein α 1AG 7 8.1 丁場/dl
α 1
-1 1popr o亡e土n α 1L ipo 4 2 8.4 mg/d l
α 1
-
a n亡itry psin α 1A T 2 0 1.4 mg/dl
ぽ 1
-
a n亡icbym o亡rypsin ロ 1Ⅹ
9. 5 S- α 1 - glycopr otein 9. 5 S
-
α 1
r etin ol b ind ing pr o亡ein R B P
Gc - globul in Gc
4 7. 2 mg /d l
inte r- α - 亡ry pSin inh i b ito r ⅠαT 工
a n亡i亡hr o mb in Ⅱ ATⅡ 3 0. 7 mg/dl
c e r ulopla s m王n Cp 3 4.6 mg/ d
l
Zn - a 2 - glycopr otein Zn α2
ロ 2
一 己S- glyc opr o亡ein ぴ 2H S
6 3.3 mg/d l
CIs ln a c亡iv a亡O r C Isl 3 4.1 1喝/d l
CIs - C O mpO n ent C Is 4 .3 Ⅷg/dl
C9- C O mpO n e n亡 C 9 7 .6 mg/d l
hap亡Oglob in Hp 1 6 8
.7 mg/dl
α2
- AP glycopr oteln S P 3
α 2
- m a C r Ogl らbul in α 2M 2 6 5.2 mg/dl
α 1B - glyc opr o亡ein α 1B 3 4
.1 mg/dl
Pla s min oge n Pmg
β- 1ipopr oteill βLlpo 7 9 6.2 mg/dl
he m ope xln Hx 10 9.1 mg/d l
C 3- C O mpO n e nt C 3 8 3.5 mg/dl
C4- C O mpO n e nt C 4 2 4.6 口唱ノ
dl
C5- C O mpO n e n亡 C 5
亡r g n sfe r rln Tf 2 9 3. 9 mg/ d l
C - r e a Ctiv e protein C Rf
〉
β2-glyc opr o亡eまn 工 β2工 2 0.O 一喝/d l
C3-pr O a C亡1v a亡 O r C3P A
β2 - glyc opr o亡
■云n 皿 '〔■▼巧｡Ⅱ 8 .う mg/dl
β2 r mic r oglobul in β2mic
C lq - C O mpO n e nt C lq 1 3.4 mg/d l
C 3c - C O mp O n e n亡
im m u n oglobul in G
C3c
1gG 1う9 8. 5 mg/d l
2 9 5. 5 mg/d l
29 6. 4 mg/dl
im m u n oglobulin A IgA
im m u n oglobulin 1.gト1
im m un oglobul 土n D IgD
1m m u n oglobulln E IgE
*
co n c e ntratio n sdete r min ed by the a uthor.
T he bla nks : n Ot yet dete rmin ed.
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索の場合の被検対象お よ び検索方法は, 次の 如 く で あ
っ た
. 被検 者は, 輸血の 行わ れな か っ た主に 中等度の
手術侵襲と み なさ れ た婦人科開腹手術 を受 け, 術後の
感染も み られ なか っ た患者5名であっ た . 麻酔 は笑気･
halotha n eに よる全身麻酔 で あ っ た . 被検者の 選択 に つ
い て は予 め血清蛋白分画が測定さ れ, と く に 異常値の
多い 患者は被検者 か ら除 かれ , 選択 され た被検者 に つ
い て も, 1, 2異常値の ある も の は, デ ー タ 分析 の際,
その点 に つ い て充分留意さ れ た.
採血 は手術前日 , 手術終了 直後, 第 1, 3, 5, 7,
14,30病 日 に肘静脈よ り約 4 ml採血 さ れ た. 血 液の
一
部 は直ち に he m ato c rit値, 白血 球数測定 に供 さ れ, 他
は遠心後血清 を採取 し, - 80
0
Cに 保存 し, 血清蛋 白濃
度, C O rtis ol(C O L) 波風 ela sta se活性な どの 測定に
供 され た . なお , 採血 は 一 般 に 早朝空腹時に 行 なわ れ,
ま た, 手術前の 値は, 手術前 々 日, 前日, 当日 な ど2
～ 3回の 値を測定 しその 平均値 をも っ て手術前値 とさ
れた .
血清蛋白分画濃度測定 は, 上 記同で あ っ た . C O L測
定は, r adioim m u n o a ssykit(DaiichiIsotope Labo r･
) を用 い て行 っ た .
血 清 ela sta se活性測定 に は Bieth
1 5)変法が 用い られ,
標準 ela sta s eと して は, 豚 ela sta s e(エ ー ザイ K. K .)
が使用 され , 基質と して は, N - Su CCiny卜 L-ala nyl
-L-ala nyl - L - ala nin e - P - nitr o a nilide (Suc -
(Ala)3-N A) (蛋白研究所 ･ 大阪) が用い ら れた . 被
検血 清250JLl を試験管に と り,2･25ml の0･05 M Tris
- H Cl緩衝液(pH 8.9) を加 え, さ らに , 180 m M Su c
-(Ala), - N Am ethylp yrr olidone 溶液 20JLl を加え,
充分摸拝混和 し, 25
0
Cで 2時間反応 した後, 氷酢酸100
FEl を加え て 反応を停止 させ , 遊離 P
-
nitroa nilin eを
光電比 色計 (Be ckm a n, D B型) で 410m m で測定 し
た.
測定さ れ た血 清蛋白分画の 種類, 略号, 閉経後女性
に お け る濃度の 平均値 は第 1 表の 如く で あ っ た . 平 均
値は ,別 に 45名の 閉経後女性に つ い て 測定し た濃度の
平均値で あ り, 空 欄は実演度が末測定で, 実験 で は相
対的増減比 の み を測定 した もの を示 し てい る.
成 績
Ⅰ . 閉種後女 性の 血 清蛋白分 画 濃度 に 及 ぼ す estr o･
ge n投与の 影響
特別の 疾患を有 しな い 閉経後女性 に , E を投 与す る
と, 各血 清蛋白分画濃度 は種 々 の 変動を 示 すが , こ れ
らの 動態 を, 増量 , 減少, 不変の 3 つ の 群 に 大別す る
と, 次の 如 くで あ っ た .
本
A ･ E投与に より増加する閉経後女性の血清蛋白分画
その 主 な も の は, α1A T, Cp, AIII, Gc, SP3 など
で あ っ た .
こ れ らの 濃 度は個体差に よ る変動範開が大きく, そ
の濃度の 平均値に よ る検討は, や や妥当 を欠く面があ
る と 考え られ た の で , 投与前値 に 対す る増加の比率を
も っ て, 個 々 の 増加率お よ び 平均的増加率を比較して,
E投与の 効果 に つ い て検討 を行 っ た . その ようにして得
られ た結果は図 1 に示 す 如く で あ っ た . 図で は投与前
の 値 を 100% として E 投与後の値 を%で 示 した
. また下
記の 如く増加曲線 は, 各分 画に よ り, 投与日数と共に
一 定の 曲線 を画く が, 本国 で は そ の 間の 最高値を代表
値 と して 図示 した .
勘 A T で は閉経後女性血清中濃度 の 平均値は201.4
m g/dl で あっ た . こ れ に E を投与 した 場合の 投与後第
7, 14 日の相対的増加率は, 投与 前を 100%とすると,
そ れ ぞれ 平均 129±16, 14 4 ±29%と増加 した が, 第21
日 で は 120±14% と低下した .
Cp の血 清中濃度 は平均34.6m g/dl で あり, E投与
後第 7, 14, 21 日 の 値 は 147±20, 151 ±28, 156±24%
で , 第 7日 ま で は急増 し たが , そ の 後の 増加は軽度で
あ っ た .
AIIIの 血 清中濃度 は平均8.5 m g/dl で, E 投与後第
7, 14, 21 日の 値 は平均111 ±15, 119±18, 128±20%
で直線的 に 増加 し た.
Gc の 閉経後 女性血 清中濃度 の 平 均 は47.2mg畑
で ,E 投与後第7,14･ 日の 値 は平均 109±11,128±22%
と 増加 したが 第21 日 で は109±14%と低下した.
S P 3 で は, E 投与後 は急増し, 第 7, 1 4, 21日の各
平均値は, 172±69, 238±109, 337±95%と直線抑こ
著明 に 増加 し た.
α lLipo で は, 血清中濃度の 平 均は, 428･4mg/dlで
あ り, E 投与第7 , 14日の 値 は平 均110±7,122±139占
と漸増 したが , 第21 日で は120±9%と ほぼPlatea uに
達 した.
α 2
IIS で は, 血清中濃度は平均 63.3Ⅲ1g/dlであっ た.
E 投与で は, α1Lipo と ほぼ 同様 の 傾向を示 し, 第7,
14 日 で は平均 109±10, 123±22% と漸増し, 第21日
で は124 ±35%と 第14日 の それ とほぼ 同値を保っ た.
B . E投与 に よ り減少す る 閉経後女性の 血清蛋白
分画
閉経後女性の 血清蛋白分画の う ち, E投与をすると減
少 す るも の の 主 な も の は, a lA G, Hp, βLipo, CIsl ち
1
E 投与目数に伴
′▲〉
十
_
l
~ご
どであ っ た. これ ら低下例 の尭
て, 漸減す る もの や , 比 較的急速に 低~Fし, そ の後不
変の もの な どい く つ か の 型 が み ら れ た. 図2 で は 心
各分画の 21 日間の 最低値 を代表値 と して 示した･
女 性に お ける e str oge n 投与お よび Str eS Sの 血 清蛋白に及 ぼす 影響
qlAG の閉経後女性血清中濃度平均値
は78･1 mg/dl
であり, E を投与する と第 7, 14 日 で は, 平均 73±10,
65±14%とな り, かな り の 減少を示 した
が , 第 21日 で
は69 ±13%で あり, ほぼ減少の 最低値に 達 した もの と
みなされ た.
Hpの血清中濃度は平均168
･7m g/dl であり, E投与
後第7 日で は 68±15% と急減した が, その 後ほ ぼ
一 定
鰻を保ち, 第14, 21 日 では 65 ±14, 65±15% で あ っ た ･
βLipo の血清中濃度 は平均
796･2 m g/dlで あ り, E
投与後第7,14,21 日の値 は 81 ±16パ0±14, 76±22%
と漸減した.
補体成分で ある Cl関連蛋自分画, CIsI, CIs, Clq で
は, その 閉経後女性 に お ける血 中濃度 は, そ れ ぞれ 平
均34.1, 4･3, 13･4 m g/dlで あ っ た ･ E 投与に よ り,
第7 日までは漸減 し, そ の 後ほ ぼ
一 定値 を保 っ た ･ E 投
与後第7, 14, 21 日 の値は そ れぞ れ, CIsI では, 73±
9, 68±13, 67±12%で あ り, CIs で は 86 ±22, 84 ±23,
69±25%であ り, Clq で は 84±13, 78 ±1 7, 53±28%
であっ た .
Zn α2で は E投与後第 7, 14,21 日 で は, 87±11, 88±
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10, 82±15% と漸減 した.
AI で は血清中濃度 は平均 20.O m g/dl で, E 投与後
第 7, 14日で は 92 ±7, 84 ±11%と漸減 し, 第21 日で
は87±10%と 一 定値 を保 っ た .
Hx で は, 血 清中濃度 の平均値 は109.1m g/dlで E
投与後第 7,14, 21 日で は, それ ぞれ 平均 83 ±10,て7 ±
12, 75±23%と減少 した.
A T IIl で は血 清中濃度 は 30.7 m g/dlで E投与後 は
第 7 日で は, 77 ±10% と低下 した が, そ の後は第 14,
21 日78±40, 78 ±12%と 一 定値を維持 した.
Pr e alb で は閉経後女性血清中濃度は 29.8 m g/dlで ,E
投与後第7 日で は 78±13% と低下し, 第14, 21日 で は
平均 78±20, 75 ±15% とほ ぼ 一 定の 値 を保 っ た .
R B P で は, E投与後第7 日で 85 ±12% と低下 し, 第
14, 21 日 で は 84±16, 81±22 であ っ た .
C . E 投与に よ り著変の ない 閉経後女性の血 清蛋白
分画
閉経後女性 に E を投与 しても , ほと ん ど全く変動を
示 さ な い 血清蛋 白も 少な くな か っ た . その 主なも の に ,
血 清 Alb, IgG, C5, IgM , α2M , αlB , C 9 な どが あっ
U
芯
)
O
L
a
∈
⊃
｣
む
S
も
監
u
D
モ
】
⊂
¢
U
｣
空
Ⅰ
500
qOO
う00
200
100
0
co ntr oI Estr. qdm. Co n tr oI Estr . □dm . Co nt r oI Est r･ qdm ･ Co ntr oI Est｢ ･ qdm ･ Con t ｢ Ol モS t r･ Qdm ･
Fig. 1▲ Effe cts of c o nJugated e str ogen ()n S er urnpr Otein fr a ctio n sin po s
tm en opa us al
wo m en:In cr e a s ed s er u mpr otein fr a ction s afte rthe ad ministr atio n ofe str ogen･
ControI Estr.Qdm. Co ntr oI Estr .Qdm. Con tr oI Es tr. Qdm. Cont｢01 Est r･□dm l
Fig. 2. Effe cts of c o njugated estroge n o n s er um pr otein fr a ctio n sin postm e n opa u s al
w om e n :De cr e a s ed s er u mpr otein fraction s afte rthe administr atio n ofe str oge n･
676
た
.
さ ら に , C3P A, C3, 9.5S
-
α1も ほ と ん ど不変 であ
っ た.
な お こ れ ら蛋白分画の中に は, 閉経 前後 で 著変 の な
い も の, 閉経後上 昇す るも の, 閉轟後減少す る も の な
どが あっ た .
D . E投与に よる閉経後女性血清総 chole ste r ol,tri-
glyc e ride, eStr adiol債 そ の他に 及 ぼす 影響
閉経後女性 に E を 14 日間投与 し た場合 は, 血 清総
Chole ste r ol で は, 投与前の 191 ±27m g/dlに 比 し, E
投与後 は 175±23m g/dlと減少傾向を示 した.
triglyc eride で は投与前の 96± 22m g/dlに 比 し E投
与後 は128 ±72m g/dl と増加傾向とな っ た｡
血 清 e str adiol値は投与前借 10.4±0.5p g/ml か ら,
E 投与後 66.0±15.6p g/ml と増加 した.
血 清 Ca, P はそ れぞ れ 投与前値 7.54±1.27m g/dl,
4.18 ±0.70mg/dlに 比 し E 投与後は, それ ぞれ 7.49±
0.71mg/dl,3.64 ±0.40m g/dl と減少傾向を示 し た.
血 清総蛋白濃度で は 投与前 お よ び 後 で そ れ ぞ れ
6.46 ±0.88 およぴ 6.33 ±0.64g/dl で著変なく, 体重も
前 51.9 ±6.9kg, 後52.7±7.2 kg で 著変な か っ た .
ⅠⅠ
. 婦人科手 術の 血 清蛋白分 画儀度に 及 ぼ す 影響_
婦人科手術侵襲後 の血清蛋白分画濃度の変動は, 蛋
白分画に よ り種々 の動態 を示 した が, 大別す ると, 増
加群, 減少群, 不変群の 3群 と な り, ま た, 増加群 は
急増群と援徐増加群 の 2群に 分け られ る こ とが で き る
とみ な され た
.
A . 手術後増加す る血清蛋白分画
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手術後, 血 清蛋 白分画濃度が増加す るも のでは, 衛
後第 1病 日 に かな り急増 し, 第3 ～ 5病日に Pe akに達
す る型と, 第 1病 日 に は急激な上 昇を せず緩徐に増加
して第 3 ～ 7病 日 に pe ak に達す る型 の 2群のもの 咽
め られ た･ 急増群 に は αlA T, αlA G, Hp, Cp などが
属 し, 緩徐増加群 に は βLipo,P2III, Clq, CIsIなどが
含 まれ た.
1 . 手術後急速 に 増加す る血 清蛋白分画
こ の 急増群 で は 図3 に 示 す如 く に , 術後第1病日で
は平均値 で 50～ 90% の 増加 を示 した .
α1A Tで は術後第1, 3, 5, 7, 14, 30病日の債
は術前値 を 100%と す る と, そ れ ぞ れ 平均190±52,
185 ±22, 177 ±23, 188±48, 137 ±39, 105±8%であ
り, 第1病 日で す で に 平均 90% 増と約2倍に急増しそ
の 後は 第7病 日ま で ほ ぼ同様 の 値 を示 し,第 14病日で
は, か な りの低下 を示 し, 第 30病 日で は, ほぼ術前億
に まで復 した
.
αIA G で は術後第 1, 3, 5, 7, 14, 30病日の値
は 151 ±32, 169±20,168±22,157 ±34,131 ±33,100±
12%で , 第 1病 日に 平均約50% の 増加 を示し, 第3,
5病 日に pe ak を示 し, その 後, 減少, 第30病日には
全く術前値の値と同 一 とな っ た .
Hp では術後第 1, 3, 5, 7, 14, 30病日の倦は,
187 ±52, 184±24, 209±37, 197 ±8, 162±64, 112±
26%で第 1病 日 で約 90% 増と 2倍近 い 急増を示し, 第
5 ～ 7病 日 に pe ak と なっ た . 第 14病 日に は, なお平
均 60% 増とか な り高 い 値を示 し, 第 30病 日にはほぼ簡
Fig･ 3･ Effe cts of gy耽 C Ologic al ope r atio n ons er um prOtein fr a ctio n s :In cr e a s ed
S e rum prOtein fr a ctio n s afte rthe ope r atio n.
女性 に お け る､e str ogen 投与 お よび stre s sの 血清蛋白 に及 ぼす影響
前偉に復した･
cp では, 術後第
1, 3, 5, 7, 14, 30病 日の 懐は
149±30, 174 ±49,
187±1 7, 174 ±43, 1 31±37, 113±
戯 で第1病日に 約5
0% 増となり,第 5病 日に pe ak と
なり, その後低下 した･
すなわち, 本群で は, 第 1病 日 に術前値
の 1･5倍以
上の増加を示 し, また ,第 1病日
に す で に pe ak 値の 2/
3以上, あるい は･ pe ak億 に 近
い 値 に 達 して しま っ て
いた . また減少も比較的速や かで , 第 30病日
に は術前
備にまで回復す るも のが 多か っ た ･
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2 . 手術後, 緩徐 に 増加す る血清蛋白分画
この緩徐増加群 で は, 図4 に 示 す如 く に, 第 1病 日
で は約 30% 程度の増加 を示 す に す ぎず, 第 3 ～ 7病 日
に 約60%程度増加す る pe ak を示 した. こ の群で は第
1病日の 値は, 術前値の 1/3程度の値の増加を示 し,
また , 第3病日 に は, pe ak 値 の増加度の 1/2程度 の増
加 を した. な お, 第 14病日 に お い て もpe ak 値に比 し
な おか な りの 値 を保 っ て お り,第 30病 日に な っ て も術
前値 まで 回復 しな い も のが 多く み られた . す なわ ち,
上 昇も緩徐 であり下降も援徐な傾向が認め られ た .
pre
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βLipo で は, 術後第 1, 3, 5, 7, 14, 30病日 の
値 は, 術前債 を100%と す る と, それ ぞ れ平均 133±35,
152 ±35, 147 ±39, 148 ±39, 134±43, 125 ±34%で 第
3病 日 ま で は ほ ぼ 直線 的 に 増加 し, そ の 後 は ほ ぼ
plate atl に 達 し, その 後徐々 に低下 した が, 第 30病 日
でも な お術前値 に 復さ なか っ た .
Am で は, 術後第 1, 3, 5, 7, 14, 30病 日の 平
均値は, 129 ±31, 41 ±43, 152 ±43, 157 ±33,144±
41, 117 ±13%で , 第 7病 日の pe ak まで漸次上昇し,
次で 漸減 した.
Clqで は, 術後第 1, 3, 5, 7, 14, 30病 日の値
は, 131±25, 167 ±62, 148±26, 150 ±34, 140 ±26,
112±11%で第 3病日 に 匹 ak がありその後は漸減 した.
CIsI で は, 術後第 1, 3, 5, 7,.14, 30病 日の値
は, 130 ±4, 136 ±11, 155 ±29, 161±18, 124 ±29,
113 ±14%で , 第 7病 日の pe ak値 まで 次第に増加し,
その 後減少 した.
B . 手術後減少す る血清蛋白分画
手術後,血 清中濃度が減少す る蛋白分画に は, Pr ealb
, 勉 H S な どがあ り, その 結果 は 図5 に 示 す如 くで あ っ
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Pre alb で は, 術後第1, 3･ 5, 7･ 14･ 30病日の
血清中濃度 は, 術前値 を 100% とす る と,105±20,74士
13, 74 ±8, 98 ±13, 112±28! 100 ±5%で あり, 第1
病 日 は術前値と ほ ぼ同様で あ り, 第 3, 5痛日には低
下 を示 した が , 第 7病 日に は術前値 に 回復した.
α2H S で は, その 低下や 変化の 度合 は Prealbに比し
て 小 さ く, 術後第 1, 3, 5, 7, 14, 21病日の値は
92±17, 91 ±15, 90±12, 109 ±15t 9 旺 1, 102±2%
で あ っ た .
C . 手術 後著変の な い 血清蛋 白分画
手術後血清中濃度不変の 血 清蛋白分画に は, Alb,
lgG, A･ M , D, E が あげ られ , Gc , α1Lipo, 鮎 AT
札 Ex な どに も ほと ん ど変動が認め られ なか った .
D ･ 手術後 の 血清中 c o rtis ol洩度, 流血中白血球数
な どの 変動
Co rtis ol で は, 術前, 術後 3時間, 術後第1, 3, 5,
7, 14, 30病 日の 値は 10･5±2 .2, 46.6 ±11.9, 27.2 士
15･6, 16･1 ±7･2, 12･2 士6･4, 13･1±3･3, 8･5±2.8,
11･2± 3･2p g/dl で あり, 術後 3時間に pe ak があった.
150 200烹
ChcIn geS Of s e r u mpr otelns lndu c ed by the gyn e c o10gico10Pe r C)tio n
★
Eq ch c o n c e ntrc]t io n ls exPr eS S eq by
pr e- tre Otm e nt C O ntr Ollev e= Slり0冤
Fig･ 6･ Co mpa riso nbetw e e nthe cha ngesin se r u mprotein s after the administr atio n
Of estr oge n a nd tho se afte rthe g yn e c oI glC al ope r atio n.
女性 に お ける e str ogen 投与お よ び Str e SSの 血清蛋白に 及 ぼす影響
Elasta Se活性で は･ 術敵 術後
3時吼 術後1 , 5病
日の健は32･7±1
5, 36･9±15, 16･2±8･2, 13■7±8･6
増 加l であり, 術
後 3時間が癌性が高 く, 術後第 1,
5病日で は活性が低下 して
い た ･
白血球数で は, 術前, 術後
3時間, 術後第 1 , 3,
5病日の値は, 5450±449, 18700±4
24, 13050±636,
765 は1909, 6250
±777/m m 3で あ り術後 3時間が最も
白血球数が多か っ た ･
Ⅱl. E 投与後お よ び手術後の 血 清蛋白分画変動
の
比較
血清蛋白分画濃度の 変動 を E投与 の 場合と , 手術後
の場合と比 較し, 各蛋白分画の 特徴や相 互関連性 を検
討する目的で , E投与の 場合の 投与後第
14 日 の債と ,
手術後変動の最大値と を図表の 形で 表現 して, 図
6の
雛 結果を得た･ 横軸 に は手術時の 変動比率 を
と り,
紳 に はE 投与時 の 変動比率 をと り, 処置 前の 値 を
180%として示 し た.
Cp, α1A T は両処置 で 共に 上 昇 し･ 相互
に か なり近
似的な値を示 した･ Hp, α1A G, CIsI, βLipo, Clq は,
共通し て手術時上昇し, E 投与で 低下 し, これ ら はt
~
定の範囲内で 額似の 反 応態度 を示 す もの とみ なされ た･
pr e alb, R BP は手術 , E 投与両処置の場合共低下 し
た
.
考 察
血清中に は 100種以 上 の 蛋白成分が存在す る が, こ
れらのか なりのも の の 動態は, 性差Se xdiffer e n c eに
影響される1 6)
～ 1 9)
.
い わ ゆる fem ale pr otein
20)～ 2 2)( 女
性蛋白) や妊娠関連の蛋白とさ れ る S P l, SP 3
2 3ト2 6)な
ど女性に特に 密接な関連性を有す る蛋自分画も す くな
は い
.
また産科婦人科内分泌面か ら み ると 妊 娠時の
hu m an chorionic go n adotropin ヒ ト絨毛性性腺刺激
ホルモ ン (h C G), hu m a npla ce ntal la ctoge n ヒ ト胎
盤性催乳ホ ル モ ン (h PL) や, fo11icle stim ulating
horm o n e卵 胞 刺激 ホ ル モ ン (F S H) や1uteinizing
horm o n e黄体化 ホ ル モ ン (LIl) 乳汁分泌ホ ル モ ン
pr olactin(P R L) な どの 蛋自体 ホ ル モ ン も, 女性特有
の消長を示す.
また, 種々 の 血清蛋 白分画に 対し て, Se X Ster Oid
hor m on e, す なわ ち, e Str Oge nや a ndr oge nが 種々 の
蛋自分画の 増減な どの 動 態に か な りの 影響を及 ぼ して
い る2 7ト 33)
.
一 般に 性差の 根本は, 女性で は e str ogenが
優位であt), 男性で は a ndr oge nが優位 であ る こ とに 由
来する とさ れて い る
.
一 方, 女 性に も andr oge nが あり,
一 面相反する estrogen と androge nの bala n c eと両者
のい わば協力的作用 と に よ っ て ,女性の S eXu alな内分
泌廊や, それ に 伴なう 全 身的内部環境の 調整や動的平
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衝が 行われ てい る も の と 思考され る. こ の 女性 に お け
る a ndr ogen と く に 副 腎性 a ndroge nの生物作用な ど
に つ い て は, わ れ われ の 教室 に お け る
一 連 の研究が あ
る
8ト1 2)
血 清蛋白分画の性差 に つ い て は, α1Lipo, α1A T, Cp,
α 2M , Hx , IgM な どの 血清中濃度 は, 女性の方が男性
よ りも高 い . 臨床的に は estroge nの大量長期投与 は血
栓症の危険性 を招来 す ると さ れる が, これ は e str oge n
に よ り antithr o mbin 濃度が低下し,prOthro mbin 時間
を短縮さ せ る こ と に よ る3 4)3
5)
. 閉経後で は α1Lipo が 低
下し, 動脈硬化 を促進す る. 従 っ て閉経の 早い 女性で
は心筋硬塞が多い とさ れ る36)刷 ). ま た, 閉経後女性 へ
の estr ogen投与 は S P 3 の増加や Hp の減少な どを来
す
.
本実験 に お い て , E 投与 に よ り ,SP 3 は急増 した が,
こ れ は E 投与日数の 増加 に はほ ぼ正 比例 して , 著増 し
た
.
一 方 , Cp は 投与第 7 日以降は , ほぼ platea u
一に 達
し, α.AT で は第 14 日以降は遊 に 減少 した . こ の こ と
は, 血 清蛋白の変動は, 血中 e str oge m濃度の 変動に 必
ずしも平行す る も の ばか り で は なく, それ ぞれ の蛋白
の 特性に 従 っ て 固有の 動態 を呈する こ とを示 して い る･
一 方 ,E 投与に よ り減少す る蛋白分画の場合 は, 早か
れ遅 か れ , ある 一 定億 ま で低下 したら, その後 は
一 定
値 を保 つ 一 定の patte rnを示 した .
ま た, こ れ ら閉経後 E を投与 した場合の血清蛋白分
画の 変動 pattern に よ っ て,血清蛋自分画をい くつ か に
分類 する こ とが で き る とみ な され る. すな わ ち, 閉経
後減少 し,E 投与 に よ り増加回復す る もの や, 逆 に 閉経
後増量して E 投与に よ り低下 する も の な どで ある. 本
実験結果か らは , 前者の 群 に は αlA T, alLipo , α2H S,
Gc, SP 3, P2ⅠⅠな どが 属 し, 後者 の 群に は, α1A G, Hp,
βLipo,Cl成 分な どが 属 した･ 性差 で は, 前者に 属す る
も の で は女性億 > 男性値で あ り, 後者に 属す る も の で
は逆に 女性値 < 男性値で あ っ た . こ れ らか らも , 性差
と閉経 を通 じて , 生体内の e str oge nや andr oge nの 相
対的 な量的差異や そ の 変動 に 多くの 血清蛋白分画の 動
態が影響さ れ てt)る こ とが 知ら れ た.
手術侵襲, 分娩, 急性炎症, 痛な どの 場合も 血清蛋
白濃度 は著し く変化す るヰ5 ト ぺ 別. それ ら個々 の 蛋白分画
の 詳細 な動態や意義はなお 不明な点が 多い . α lA T は白
血 球由来 ela sta s eを不活性化す るが4 9)
～ 51)
, 急性期蛋白
お よび白血球由来の elasta s eの増量 と, 補体の 活性化
の 3省間に は密接 な関連性の 存在が推定さ れる
5 2卜 5 5)
本実験 で は血 中 ela sta s e活性は 術後 3時間で は増加
し, 術後第 1 ～ 5病 日 で は, alA T が増量 し, ela sta se
活性 は低下 した. ela sta s eは αlA Tに結合 した場合に
は活性を失う が , α2M に 結合 した場合に は, 活性 を維
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持す る とさ れ る49ト51)
血清蛋白分画を術後の変動 patte m に よ り い く つ か
の群 に 分け たが , その 境界領域 の もの で は, い ずれの
群に 入 れ る べ き か は必ず しも明確 で は な い が , 典型的
な patte rnを示 す もの で は, こ の ような群分け は, それ
ら蛋白分画の動態や相互の類似性や そ の本態 な どの 検
索に明 らか に有意義 な こ とと 思考 され る .
急増群は, 急激に増加 して, 比較的急速 に 元 の備 に
回復 す る が , こ の patte rn は 術 後 の 血 中dehydro-
epiandr o ster o n e(D H A)債の変動 patte m の傾 向に 類
似 してい る8). また.緩徐増加群の それ は血中11･de oxy･
17-keto ster oid値や D H Asulfate値の変動 patte rnの
憤向と類似点を有 してい る1 1).
さ ら に , 減 少群 の 変動 patte rn は 手術後 の te sto -
Ster O n e値の 変動 patter nと あ る面共通す る所が ある.
これ らの相互関連性の詳細な検索は, こ れ ら女性 に お
ける血清蛋白分画の内分泌的研究面で重要な 示唆 を与
える と思考 され る.
Alb, IgG な どは, E 投与に よ っ ても, 手術侵襲 に よ
っ て も変動 しな か っ た . この こ と か ら, こ れ ら の億 を
求め る こ と は, 血 液が稀釈あるい は濃縮さ れ た場合の
各蛋自分画 の相対濃度を算出する場合 の基準蛋白の 役
割 を果す も の とみ な され た.
結 論
閉経後女性に 結合型 e str ogen(E)を21 日間投与 し,
血清中の蛋白分画濃度を測定 し次の 結果を得た. E投与
に よる変動 に つ い て は, 上 昇群, 下降群, 不変群の 3
群 に 分け る こ とが で き た. 上 昇群 で は急増す るも の に
S P 3 があ り, 中等度上昇 の もの に α1A T, Cp, P2ⅠII,
Gc が あり, 軽度上昇の もの で は , αlLipo , a 2H S な ど
が あっ た . 投与日数と の関係で は , 日数と共 に 上 昇す
る も の,
一 定日数 で plate a uに 達す る もの , ～ 定 日数で
極大 に 達 し, その後下降す るも の の 3 型 が み られ た.
下降群 に は, α1A G, Hp, βLipo, CIsl, Hx , A T III
な どが含ま れ, 軽度下降す る もの で は Pre alb, Clq, P2
Ⅰ, R B P な どがあ っ た . 下降群 で は, 第 7 ～ 14 日投与
で 一 定備 に達 し, その後 は著変 は認め られ な か っ た .
不変群 に は Alb, IgG が あり, その他 C5, α2M , α 1
B な ども著変が認め られ な か っ た .
婦人科手術後の血清蛋白分画濃度の変動で も , 増加
群, 減少群, 不変群 の 3群に 分け られ た. 増加群 の う
ち急増群 に は α1A T, α1A G, Hp, Cp が含 まれ, 手術
後第 1病 日 に か な り の 急増 を 示 し, 第 3 ～ 5病 日 に
pe ak と な り, そ の後は比 較的急速 に 減少 しキ. 緩徐増
加群 に は, PLipo, 鳥uI, Clq, CIsI な どが属 し, 手術
後第 1病 日で は それ ほ どの 増加は 示 さず漸増 して , 第
3 ～ 7痛 日の pe ak 値 に 達 し, その後漸減した. 手術後
不変 の もの に は･ Alb, IgG･ Gc, α1Lipo な どがあっ
た .
E 投与 お よび婦人科手術の 両処置 で, 共に上昇増加す
る も の に は, α lA T, Cp が あ り, 共に 減少するものに
は Prealb, R B P があ り, 共 に 不変 の もの に は Alb,IgG
が あっ た. また, E 投与で低下 し, 手術後増加するもの
に αlA G, Hp, CIsI な どが あっ た .
こ れ ら血 清蛋白分画濃度 の 変動 と副腎性 androgen
の 動 態との 関連性 に つ い て 検討が 加え られ た
.
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Abstra ct
In o rderto inv e stigate the effe cts of e stroge n o n ser u mpr otein fr a ctio nsin postm e nopau sal
w o men, tW e nty PO Stm e n Opa u S al w o m e nhad c
oI叩gated e stroge n administe r ed pe ro sfo r2 1
days. Se ru mC O n C e ntr atio n s of 4 0p
r otein fra ctio n s w e r e m e a s u r ed by the mic r osingle radial
im m u n odiffu sion m et hod. Se ru m co n c e ntratio ns of α1
- antitry psin, Ce ruloplasmin, P2 -glyco -
pr otein Ⅲ, a nd Gc
-globulin in cr e ased afte r e stroge n administr atio n･ Seru m co n c e ntratio n sof
α2 -AP-glyc opr otein in c re a sed r e m a rkably･ Se ru mPrOt$in s su ch as α1
- 止poprotein and α2
- HS-
glycopr otein in cr e ased sligh tly･ Se ru m C O n C e ntr atio n s of
α1 - aCidglyc oprotein, haptoglobin,
qlipoprotein, CIs-inhib ito r, he m ope xin , a nd a ntithr o mbin Ⅲ de c r e a s ed afte r e stroge n admini
-
stratio n. Se ru mPrOtein fr a ctio n s su ch a$ Pr e albu min, C lq
- C O mPO n e nt, β2 -glycopr otein l, a nd
r etin ol-bind ing-Pr Otein de c re as ed sughtly･ Ot he r protein fra ctio n s su ch as albu min, im m u no
-
globulin G, C 5
- C O mPOn e nt, α2- m a C rOglobulin, a nd α1B
-glyc opr otein w e re n ot cha nged･
And the n, fiv e w o me n, u nde rgoing g yn e c ologic al ope ratio n s, W e r e S a mPled o n the preo
-
per ativ eday, O n the lst, 3rd, 5 th, 7t h, 1 4tha nd 3 0thpo stope rativ edays･ Fr o mthe changing
Patter n Safte r ope ratio n, S e ru mPrOtein fr a ctio n s w e r e classified into 3groups, 1n Cr e aSlng grO uP,
decr easing gr o up a nd u n cha nging gro up. In c re a slng gr O up W aSde vided into 2subgro ups, a Ctltely
in cre a sing subgr o up and slo wly in c re asing s ubgr o up･ Ser u m c o n centratio n s ofa c utelyin c r e a sing
Subgr o up, α1
- a ntitrypsin α1
- a Cid glyc oprotein, haptoglobin a nd ce r ulopla s m l n〉 increa s ed r e
-
m arkably o nthe lstpo stoperativ eday, and re a ched their pe aks o nthe 3rd o r5thpo stope r ativ e
day, a nd the re afte rde c r e a sed . Se ru m C O n C e ntr atio n s of the slo wlyin c re asing gr o up,P-1ipopro -
tein,β2 -glycoprotein Ⅲ , Clq-C O mPO n e nt, a nd CIs-inhibito r,in c r e a sed slightly, a nd r e a ched their
Peaks on the 3rd o r7 thpo stope r ativ eday, a nd the reafter de c r e a s ed gr adu ally. Se ru m C O n C e n
-
tr atio n s ofthe dec rea singgroup r e m ain ed o nthe sa m ele v els asthatof the pr e ope r ativ e v alu e s o n
the lstpo stope r ativ eday, a nd afte r w a rds de c r e a sed, a nd thelo w est lev els w e re o nthe3rd o r5th
POStOPerativ e day, a nd r esto r ed the pr e ope rativ e v alu e s o nthe 7th po stoperative day. O ther
protein s, S uCh a s albu min ,im m u n oglobulin G, A, M , α1
-1ipoprotein andβ2- micr oglobulin didn ot
Show any signific a nt cha nge.
Relatio n ships betw een se rum protein cha nge s a nd e ndo c rin efu n ction s w e redis c u s s ed･ And
C Ompa ris on betw e e nthe cha nge s ofs e ru mpr otein fr a ction s afte rthe administr atio n ofestr oge n
a ndtho se afte rthe gyn e c ologic alope ratio n was perfo r m ed･
